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アクトインディ株式会社 

2018 年お正月調査 

「初詣」は子供に不人気 

保護者に人気「親戚挨拶周り、初詣、初売り」 

 

アクトインディ株式会社(本社：東京都品川区 代表：下元敬道)が企画運営する、国内最大級の子供とおでかけ情報

サイト「いこーよ」（ https://iko-yo.net/ ）は、2018年のお正月を前に、子供を持つ全国の保護者を対象としたお正月に

関するアンケート調査を実施しました。 

 

 
【総括】 

お正月に子供にお年玉をあげない保護者が約 2割いるという結果をみて安堵する人も多いのではないだろうか。何かと

散財しやすい年末年始に、子供へのお年玉の見直しは家計緊縮の一手段。お年玉をもらっている子供にとっては聖域とし

たいところであろう。 

また、今回の調査で「初詣」が意外にも子供達に不人気であることがわかった。保護者世代にとってはお正月ならでは

の気分を感じることができる行事の一つであるかもしれないが、人混みや、長時間並ぶことは子供にとっては楽しくないこと

なのかもしれない。保護者にも子供にもやりたいと希望が多かったのは、国内旅行やお正月ならではの遊び（羽つきやかる

たなど）。子供とのコミュニケーションを深めるためにもいい機会なのではないだろうか。 

あと数日でやってくるお正月。どう過ごしたいか、家族でゆっくり話ながら決めたいところである。 

 

（調査・分析：王麗華） 

【本リリースのポイント】 

1. 我が子へのお年玉はなしが約 2割 

 小学校中学年から 3,000円以上の割合が急増 

 一方、お年玉をあげないという割合は全体で約 2割 

 

2. お年玉貯金、希望する子供は 2割未満 

 お年玉を貯金してほしいと願う保護者約 7割に対し、貯金をしようと思う子供は 2割に満たない 

 

3. 保護者が行きたいと思っているほどには、子供は初詣に行きたくない 

 保護者と子供の行きたいという希望に最も差があったのが初詣 

 反対に両者の希望が一致しているのが国内旅行やお正月ならではの遊び 
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1. 我が子へのお年玉はなしが約 2 割 

8 

 

 

   

 

Ｑ．ご自身の子供 1人あたりのお年玉について、来年はいくらを予定していますか （単一回答、n=379） 

2018年のお正月に、自分の子供に 1人あたりいくらのお年玉をあげる予定かを質問したところ、子供が小学校低学年

以下の保護者では 3,000円以上あげるという回答が約 2割程度であるのに対し、中学年は 4割を上回り、高学年になる

と 6割を上回る結果となった。やはり、学年があがるにつれ、お年玉の金額が高くなる傾向がある。 

 その一方で、「0円」つまり、我が子にはお年玉をあげないと回答した保護者は、子供が 3歳未満だと約3割、3歳以上で

も約 2割と一定の割合で存在している。子供が小さいうちはお年玉はあげない、お年玉はお金ではなく物であげるなど、家

庭によっていろいろな考えがあるのだろうと推測される。 

 

 
※未就学児：3歳から 6歳、低学年：7歳から 8歳、中学年：9歳から 10歳、高学年 11歳から 12歳 
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2. お年玉貯金、希望する子供は 2 割未満 

8 

 

 

 

 
Q. 子供のお年玉の使い道について、保護者として、子供にどのように使ってもらいたいと思いますか (複数回答、n=458) 

Q. お年玉の使い道について、子供自身はどのように使いたいと考えていますか。お子様に直接聞いてみてください (複数

回答、n=400) 

続いて、お年玉の使い道について質問したところ、保護者の約 7割が貯蓄を希望しているのに対し、子供が貯蓄を希望

する割合は 2割に満たなく、両者に大きな意識の違いが見られた。その他、保護者が希望する割合が高く、子供はあまり

希望していない使い道は、書籍（マンガ以外）、勉強道具（学習教材や文房具含む）など学習的な用途。反対に、子供の

希望割合が高く、保護者の希望割合が低い使い道は、おもちゃ、ゲーム、お菓子など遊び的な用途で、ここでも保護者と

子供の意識の違いが浮き彫りになっているのが興味深い。 
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3. 保護者が行きたいと思っているほどには、子供は初詣に行きたくない 

8 

 

 

 

 

Q. お正月は主にどのように過ごしたいと思いますか (複数回答、n=458) 

Q. お正月の過ごし方について、子供自身はどのように過ごしたいと考えていますか。お子様に直接聞いてみてください 

(複数回答、n=401) 
お正月をどう過ごしたいかについて、保護者と子供それぞれに質問したところ、保護者と子供の差が一番大きかったの

は、「初詣に行く、初日の出を見に行く」で、約 30ポイントと大きな差があった。子供は保護者が行きたいと思うほど、初詣

や初日の出に行きたくはないようである。その他「親族の家に行く（親族を家に招く）」、「買い物に行く（福袋、初売り）、外食

に行く」も親が希望する割に子供はそれほど行きたいとは思っていない。反対に保護者の意向とは裏腹に子供がお正月に

やりたいと思っていることは「ゲーム（テレビゲーム、スマホゲームなど）をする」であった。 

保護者と子供と両方に希望が高いのは、「国内旅行（温泉、スキーなど）をする」、「お正月らしい遊びをする（羽つき、か

るた、餅つきなど）」である。両者の希望が一致しているということに加え、子供とのコミュニケーションを深めるのにも、旅行

やお正月の遊びなどはいい機会なのではないだろうか。 

 

 
 

アンケート概要   【実施方法】 「いこーよ」サイト上で実施   

【回答者プロフィール】 全国の子供の保護者 

【実施期間】 2017年１１月 6日～12月 4日 

【有効回答数】 458名   
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子供とおでかけ情報サイト「いこーよ」（https://iko-yo.net）は、2008年 12月にサービスを開始した、家族で

お出かけする場所が見つかる情報サイトです。「いこーよ」を通じて家族のお出かけや会話が増え、子供達の笑

顔が増えることが明るい社会創りにつながることを願ってサイトを運営しています。 

お出かけ情報の他にも、親もワクワクする子育て情報、家庭生活に役立つトピックス等随時発信中です！ 

■年間利用者数（ＵＢ） ：約 4,800万人 (2017年 12月現在) 

■掲載スポット数 ：約 63,000件 (2017年 12月現在) 

■子育て世代の利用率：約 8割 

 

子供とおでかけ情報サイト「いこーよ」概要 
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